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金
子
貞
作
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

市
民
が
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム

を
市
内
業
者
に
発
注
し
た
場
合
、

工
事
費
の
一
部
を
助
成
す
る
制

度
が
、
県
内
で
も
、
い
す
み
市

で
平
成
22
年
度
か
ら
実
施
さ
れ

て
い
る
。
景
気
対
策
と
し
て
非

常
に
効
果
が
あ
る
と
い
う
こ
と

か
ら
、
23
年
度
は
他
の
自
治
体

に
も
広
が
り
つ
つ
あ
る
。
本
市

で
も
23
年
度
か
ら
実
施
す
る
こ

平
成
23 
年
度
か
ら
実
施
で
き
な
い
か

関
係
部
署
と
総
合
的
な
観
点
か
ら
検
討

住宅リフォーム助成制度

と
は
で
き
な
い
か
。

答
　

庁
内
で
は
、
住
宅
の
耐
震

改
修
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
へ

の
既
存
助
成
制
度
、
事
業
効
果
、

財
源
等
を
見
据
え
、
助
成
対
象

の
公
平
性
や
客
観
性
を
確
保
し

な
が
ら
、
経
済
面
や
雇
用
面
で

効
果
が
期
待
で
き
る
制
度
の
整

備
を
模
索
し
て
い
る
。
引
き
続

き
、
関
係
部
署
と
総
合
的
な
観

点
か
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

増
田
三
郎
議
員
（
自
由
ク
ラ
ブ
）

　

東
京
外
郭
環
状
道
路
の
一
般

部
で
あ
る
国
道
２
９
８
号
の
整

備
に
伴
う
、
須
和
田
、
菅
野
、

平
田
、
大
和
田
、
稲
荷
木
地
域

の
分
断
対
策
や
、
都
営
地
下
鉄

10
号
線
・
仮
称
大
和
田
駅
の
新

設
計
画
に
進
捗
が
見
ら
れ
な
い
。

地
域
住
民
も
街
づ
く
り
に
協
力

し
て
い
る
。
市
川
に
住
む
子
供

達
の
未
来
の
た
め
に
も
、
対
策

子
供
達
の
未
来
の
た
め
に
真
の
対
策
を

今
後
も
住
民
と
協
議
し
進
め
て
い
く

国道 298 号整備に伴う地域分断対策

を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。
特
に

分
断
対
策
の
市
の
考
え
を
問
う
。

答
　

国
道
２
９
８
号
の
建
設
に

よ
る
地
域
分
断
を
い
か
に
小
さ

く
す
る
か
を
模
索
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
も
、
地
域
住
民
の
方

の
気
持
ち
に
な
っ
て
、
事
業
者

に
要
望
、
意
見
を
伝
え
て
き
た
。

今
後
も
住
民
の
方
と
協
議
し
、

一
緒
に
街
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

か
つ
ま
た
竜
大
議
員
（
社
民
・
市
民
）

　

市
有
バ
ス
貸
し
出
し
事
業
に

つ
い
て
は
、
事
業
仕
分
け
で
改

善
の
判
定
が
出
た
。
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
活
性
化
の
効
果
を
認

め
つ
つ
、
受
益
者
負
担
の
考
え

方
を
導
入
す
べ
き
と
の
答
申
で

あ
る
。
効
率
性
の
向
上
が
課
題

と
考
え
る
が
、
コ
ス
ト
の
問
題

や
本
事
業
の
今
後
の
在
り
方
に

つ
い
て
、
市
の
考
え
を
問
う
。

効
率
性
向
上
が
課
題 

市
は
ど
う
考
え
る

利
用
目
的
を
精
査
し
事
業
効
果
を
高
め
る

市有バス貸し出し事業

答
　

横
浜
市
営
観
光
バ
ス
の
例

で
は
１
日
当
た
り
約
10
万
円
と

聞
い
て
い
る
。
本
市
で
は
平
成

21
年
度
決
算
ベ
ー
ス
で
計
算
す

る
と
約
９
万
円
で
あ
る
。
今
後
、

よ
り
効
果
的
な
事
業
と
な
る
よ

う
、
利
用
目
的
を
精
査
す
る
こ

と
で
、
よ
り
多
く
の
団
体
の
利

用
に
結
び
つ
け
る
と
共
に
、
実

費
負
担
に
つ
い
て
も
調
査
、
検

討
し
て
い
き
た
い
。

鈴
木
啓
一
議
員（
市
民
の
声
）

　

私
は
本
市
の
事
業
仕
分
け
を

傍
聴
し
た
。
以
前
か
ら
改
善
す

べ
き
と
考
え
て
い
た
菅
平
高
原

い
ち
か
わ
村
と
広
報
紙
発
行
事

業
も
対
象
だ
っ
た
。
い
ち
か
わ

村
は
平
成
21
年
度
約
４
３
７
０

万
円
の
赤
字
。
民
間
な
ら
潰
れ

て
い
る
。
廃
止
す
べ
き
だ
。
広

報
も
月
４
回
か
ら
２
回
発
行
で

年
間
約
５
千
万
円
の
経
費
削
減
。

い
ち
か
わ
村
は
廃
止 

広
報
は
月
２
回
に

菅平高原いちかわ村と広報紙発行事業

重
要
な
事
は
記
者
ク
ラ
ブ
へ
の

情
報
提
供
や
、
特
別
号
を
発
行

す
れ
ば
良
い
の
で
は
な
い
か
。

答
　

い
ち
か
わ
村
に
つ
い
て
は
、

事
業
仕
分
け
の
結
果
を
尊
重
し
、

廃
止
に
向
け
検
討
を
進
め
て
い

る
。
広
報
紙
発
行
事
業
に
つ
い

て
も
月
２
回
の
発
行
に
変
更
し
、

紙
面
構
成
を
工
夫
す
る
こ
と
や

特
別
号
を
発
行
す
る
方
向
で
検

討
し
て
い
る
。

戸
村
節
子
議
員
（
公
明
党
）

　

子
宮
頸
が
ん
、
ヒ
ブ
、
小
児

用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

公
費
助
成
が
、
国
の
補
正
予
算

に
盛
り
込
ま
れ
た
。
平
成
22
年

度
内
に
新
た
に
実
施
す
る
自
治

体
も
あ
る
と
聞
く
。
本
市
も
年

度
内
の
実
施
は
で
き
な
い
か
。

ま
た
、
公
費
助
成
を
し
た
場
合
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
か
か
る
費
用

は
ど
の
く
ら
い
に
な
る
の
か
。

平
成
22 
年
度
内
の
実
施
は
で
き
な
い
か

ワクチンの公費助成

答
　

３
つ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

公
費
助
成
に
つ
い
て
は
23
年
度

実
施
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い

る
。
22
年
度
内
の
実
施
は
次
期

定
例
会
で
予
算
の
承
認
を
頂
い

て
も
、
委
託
契
約
や
要
綱
の
策

定
等
が
条
件
と
な
り
、
困
難
な

状
況
で
あ
る
。
接
種
に
際
し
て

は
国
が
積
算
す
る
接
種
率
で
計

算
す
る
と
、
新
た
に
約
13
億
６

千
万
円
の
費
用
が
見
込
ま
れ
る
。

大
場
　

諭
議
員
（
公
明
党
）

　

市
北
部
地
域
は
、
松
戸
市
な

ど
に
隣
接
し
て
い
る
。
近
隣
市

へ
の
救
急
搬
送
な
ど
は
ス
ム
ー

ズ
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
同
地
域
を
含
め
本
市
に
は

三
次
救
急
医
療
機
関
が
無
い
が
、

ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

答
　

救
急
医
療
は
県
の
医
療
計

画
に
基
づ
き
、
一
次
か
ら
三
次

ま
で
の
連
携
が
図
ら
れ
て
い
る
。

近
隣
市
へ
の
救
急
搬
送
は
ス
ム
ー
ズ
か

「
顔
の
見
え
る
関
係
」
を
構
築
し
て
い
る

救 急 医 療

市
北
部
地
域
は
、
市
全
域
の
中

で
は
市
外
へ
の
搬
送
が
多
い
地

域
特
性
が
あ
る
が
、
関
係
病
院

や
近
隣
市
の
消
防
局
と
の
間
に

「
顔
の
見
え
る
関
係
」
を
構
築
す

る
こ
と
で
円
滑
な
受
け
入
れ
が

行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
三
次

機
関
の
新
設
は
現
実
的
で
な
い

た
め
、
機
能
を
補
完
す
る
東
京

ベ
イ
・
浦
安
市
川
医
療
セ
ン
タ
ー

の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

二
瓶
忠
良
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

経
済
的
な
理
由
で
医
療
機
関

の
受
診
を
抑
制
し
、
重
病
化
す

る
こ
と
も
あ
る
と
聞
く
。
低
所

得
者
が
安
心
し
て
医
療
機
関
に

掛
か
れ
る
よ
う
、
恒
常
的
な
対

策
が
必
要
で
あ
る
。
国
民
健
康

保
険
法
第
44
条
に
よ
る
医
療
費

の
一
部
負
担
金
の
軽
減
策
に
つ

い
て
、
本
市
は
ど
う
取
り
組
ん

で
い
る
の
か
。

医
療
費
負
担
軽
減
に
ど
う
取
り
組
む

減
免
基
準
を
早
期
に
作
成
し
た
い

国民健康保険の充実

答
　

医
療
費
の
支
払
い
を
減
免

す
る
特
別
な
理
由
は
、
一
時
的
、

個
別
的
な
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、

一
律
的
な
基
準
に
な
じ
ま
な
い

と
の
考
え
か
ら
、
個
々
の
事
情

を
勘
案
し
、
対
応
し
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
国
の
統
一
的

な
基
準
が
示
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
本
市
に
お
い
て
も
早
急
に

減
免
対
象
と
す
べ
き
基
準
を
作

成
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

宮
田
か
つ
み
議
員
（
市
民
の
声
）

　

不
況
の
影
響
等
で
市
民
の
生

活
が
苦
し
い
中
、
家
族
に
介
護

が
必
要
に
な
っ
た
時
、
思
っ
た

よ
う
な
介
護
を
受
け
よ
う
と
す

る
と
、
保
険
料
等
の
負
担
が
重

く
の
し
か
か
り
、
生
活
費
が
圧

迫
さ
れ
て
し
ま
う
。
介
護
保
険

等
の
社
会
保
障
制
度
が
あ
っ
て

も
、
安
心
し
て
生
活
で
き
な
い

の
が
現
状
で
あ
る
。
負
担
の
重

保
険
料
等
の
負
担
の
重
さ 

ど
う
考
え
る

負
担
感
少
な
く
す
る
こ
と
が
可
能
か
検
討

介護保険制度

さ
に
対
す
る
市
の
考
え
を
問
う
。

答
　

生
活
保
護
世
帯
に
準
じ
る

世
帯
等
の
負
担
感
は
認
識
し
て

い
る
。
次
期
の
介
護
保
険
料
の
所

得
段
階
等
を
見
直
す
時
に
、
所

得
が
低
い
世
帯
等
の
負
担
感
を

少
な
く
す
る
こ
と
が
可
能
か
検

討
し
て
い
く
。
引
き
続
き
、
市

の
保
険
料
減
免
制
度
等
に
つ
い

て
も
介
護
支
援
専
門
員
の
研
修

会
等
を
通
じ
周
知
し
て
い
く
。

委
託
契
約
や
要
綱
の
策
定
等
が
あ
り
困
難

市
政
戦
略
会
議
で
の
事
業
仕
分
け

並
木
ま
き
議
員
（
民
主
・
市
民
）

　

市
政
戦
略
会
議
で
実
施
さ
れ

た
事
業
仕
分
け
に
つ
い
て
、
答

申
内
容
は
、
平
成
23
年
度
予
算

へ
の
反
映
等
、
今
後
具
体
的
に

ど
う
取
り
扱
っ
て
い
く
の
か
。

ま
た
、
今
回
の
仕
分
け
の
評
価

す
べ
き
点
と
課
題
を
ど
う
考
え

る
か
。
今
後
の
在
り
方
と
し
て
、

市
民
が
納
得
で
き
る
よ
う
公
平

性
、
透
明
性
を
よ
り
確
保
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
　

答
申
内
容
は
尊
重
す
る
が
、

行
政
経
営
会
議
で
更
に
個
別
検

討
し
た
上
で
、
市
の
方
向
性
を

決
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。
今

回
、
事
業
の
可
視
化
や
市
民
目

線
の
意
見
を
得
ら
れ
た
点
は
評

価
す
る
が
、
評
価
区
分
の
定
義

や
事
前
準
備
に
課
題
が
残
っ
た
。

今
後
、
事
業
の
選
定
方
法
等
を

含
め
、
見
直
し
を
図
り
た
い
。

事業仕分けに対する評価
答申内容は今後どう取り扱うのか

尊重して個別検討し方向性を決定

事 業 仕 分 け

事
業
仕
分
け
の
結
果
尊
重
し
検
討
進
め
る

保健・医療・福祉

ま ち づ く り


